
単施設用 

 令和 2年 7月 1日 

岐阜大学医学部附属病院で外来診療・入院診療を受けられた患者さんへ 

 

医学研究「がん化学療法における適応外使用の新規審査アルゴリズムの開発」 

への協力のお願い 

 

薬剤部ならびに医学系倫理・社会医学分野では、診療を受けた患者さんの情報を用いた研究を行います。

皆様のご理解とご協力をお願い申し上げます。 

 

研究の対象：２０１２年１月～２０１９年１０月に岐阜大学医学部附属病院で加療された、悪性腫瘍に関

して適応外の医薬品の使用を岐阜大学医学部附属病院臨床倫理室の承認を得て実施された方 

研究期間：倫理審査委員会承認日～２０２２年３月３１日 

研究目的・方法 :  

悪性腫瘍における抗がん剤の適応外使用の審査基準（アルゴリズム）の確立を目指します。当該アルゴ

リズムが完成すれば、患者の PS(パフォーマンスステータス)および治療効果の向上、さらには、不適切な

治療を回避することによる医療費の節減にも繋がる可能性があります。 

本研究では、悪性腫瘍に関して適応外使用の抗がん剤を治療に使われた患者さんの診療情報の一部を電

子カルテシステムより抽出し、分析をします。 

 

研究に用いる試料・情報の種類： 電子カルテシステムより、次の情報を研究用に使用します。 

患者の基本情報：   年齢、性別、職業、PS(パフォーマンスステータス) 

治療行為としての情報：使用薬剤（レジメン）、癌腫、ステージ分類情報、治療効果、 

生存期間、治療中の死亡の有無と理由、有害事象、薬剤費、 

医師の評価（次の症例でも同様の治療をするか否か） 

研究への参加辞退をご希望の場合 

本研究に関して新たに患者さんに行っていただくことはありませんし、費用もかかりません。本研究に

関する質問等がありましたら以下の連絡先まで問い合わせください。また、情報が当該研究に用いられる

ことについて了承いただけない場合には研究対象としませんので、以下の連絡先まで申し出ください。な

お、本研究は、岐阜大学大学院医学系研究科医学研究等倫理審査委員会の承認を得ております。また、こ

の研究への参加をお断りになった場合にも、将来にわたって当院における診療・治療において不利益を被

ることはありませんので、ご安心ください。 

 

研究から生じる知的財産権の帰属と利益相反 

 研究者及び岐阜大学に帰属し、研究対象者には生じません。研究の結果の解釈および結果の解釈に影響を

及ぼすような「起こりえる利益相反」は存在しません。 

 

連絡先 

 岐阜大学医学部附属病院 薬剤部 鈴木 昭夫 

  電話番号 ０５８－２３０－７０８０   

研究責任者 

 岐阜大学大学院医学系研究科 医学系倫理・社会医学分野 塚田 敬義 

   電話番号 ０５８－２３０－６５３０ 


